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漢方方 剤 治療 評価 に つ い て の 科学 的解釈

　　 （第 3 報 ， 冠 心 二 号方 に つ い て ）
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　 目的 ：冠心 二 号方は近代に お い て 中国で つ くられた処方で あり，心 筋梗塞や脳梗塞 の 治療

に 用 い られ て きて 効果をあげて い る 。 丹参 ， 紅花， 川苒 ， 赤苟 ， 降香とい う活血化癧薬で 構成

された処方 で ある 。 現在，日本で は活血化癧剤 の い くっ か に つ い て 血 小板凝集能に 対する作

用が調べ られて きたが， in　vivO で は抑制効果は認められて い ない 。 血液粘度を低下せ しめ

る とい う報告はあ るが
， 凝固系 の 阻害に 関するもの は ない Q 今回 ， 冠心二 号方の 凝固系に 及

ぼす影 響 をみ るため に
， TAT （ b ロ ン ビ ン ，ア ン チ トロ ン ピ ン 皿複合体 ）を測定 した 。

TAT は循環血 中の 凝固能亢進状態をあ らわす示標 として有用 であ り， 脳梗塞 ， 心筋梗塞 の

発症 時 に 高値 を示す。 冠 心 二 号方 の TAT 値に 及ぼす影響を調 べ る こ とで， 活血化瘢剤 の 作

用機序の解明 の
一

助となる こ とを目的 とした。

　方法 ：検診の ため に受診 した 125 例 の うち， 血漿 TAT が 3，0　MCG ／L 以上 の 26例 を対象

とした 。 既 往歴 として は ， 脳梗塞 4 例，

一
過性脳虚血 発作 2 例，狭心症 3 例，下腿血栓症 1

例 ， 糖尿症 1例 ， 高血 圧 症6 例で ある 。 女性16例， 男性10例，年齢は58歳 か ら86歳 で あ る。

　冠心 二 号方 （丹参 89 ，．紅花 43 ，川ag　53 ，赤苟 53
， 降香 49 ）の水煎液 を1 日分 と

して ，
7 日問内服 させ ， 8 日 目に 再度 TAT 値を測定 し た 。　Ht ，血小板凝 集能， 血液粘度，

α
一

ト コ フ エ ロ
ール

， T ．ch ， TG ， 肛 ）L −’
　ch ， 総脂質に つ い て も内服前後で測定 ， 比較した Q

なお ， TAT は酵素抗体法 （ヘ キ ス ト社製， エ ン ザ イ ム キ ッ ト TAT ）に よ っ て 測定し た 。

　結果 ：対象 の 26例 中，
2 例 を除 い てすべ て 冠心二号方内服後， TAT の値は低 下 した 。 服

用前の TAT の 平均値は 15，9 ± 1＆ OMCG ／L で あ り，服用後に 6．・0 ± 12．　0　MCG ／L で ，

有意 の 低下 をみ た （P ＜ o．・05 ）。 Ht ，血小板凝 集能 ， 血液粘度 ，
α 一ト コ フ エ ロ

ール
，

T
，

ch
，
　TG

，
HDL − ch

， 総脂質に っ い て は 有意な変動は み られなか っ た 。

　考察 ：冠心 二 号方が TAT 値 を正常化す る作用があ る こ とは ， 凝固亢進状態を改善 し， 血

行動態に 有利に作用する こ とが考 えられる。
ヘ パ リン に も血漿 TAT を低 下せ しめる作用が

ある とい う報告が ある が，安全性，使 い やす さの 面か らも冠心 二 号方の ほ うが有用度が高い 。

　結 論 ：冠心二号方が心筋梗塞 ， 脳梗塞に 有効で ある こ とが，凝 血 学的 に い え た と考 え る 。

さ らに 作用機序 の 解明がす すめば，予防的投与 も含 めて ， 臨床に 広く用 い る こ とがで きよ う。
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